資料-3.2 記入例2

	アピールポイント
	ICカード対応リーダライタの事業化助成金受領

	No.
	支援テーマ
	公的助成申請支援ほか
	支援窓口
	SBIR無料説明・相談会

	業種
	電気機器製造
	企業名
(かな)
	(株)□□□□□
	支援技術士名
技術士部門
	阿部　津和男
機械、総合技術監理

	
	
	所在地
	横浜市
	
	

	資本金
	○○○○万円
	従業員数
	○○名
	設立年
	1959年5月
	

	支
援

業

務

の

概

要

	目的


	①公的助成（特定補助金）の選定
②開発体制の構築

③申請書の作成指導

	
	内
容

	①総開発経費のうち、自社において資金調達できない不足部分を、（独）中小企業基盤整備機構が募集するベンチャー支援事業の助成金（総経費の1 / 2以下、最大500万円まで）に申請することを提案した。
②－1：事業化の達成に向け、現在把握している課題とその解決方法を具体的に明確にすること。②－2：課題解決のための社内体制について、設計、製造、品質、営業の各部門について、分担内容及び責任者を決めること。

②－3：社外体制についても、市場調査会社、下請け部品製造メーカー、半導体メーカー、販社、最終ユーザ、公的試験・研究機関などについて担当社名及び責任者名を決め、協力体制を堅固なものにしておくこと。

③－1：事業着手に至った背景及び新規性を、社会との関連において平易に述べること。

③－2：ICカード対応リーダライタとは、現社会においてどのような機能を持つべきか、平易に解説・説明すること。

③－3：その上で、リーダライタがマルチICカードに対応できると、利便性はどのように向上するのか、経済性を含めて、説明すること（例えば、携行するICカードはすべての利用形態で1枚で済むことなど）。

③－4：事業の競合関係について、世界的な規模で分析し、連携プレイについても記述すること。③－5：現在までの開発状況及び事業の進捗状況を詳細に述べること

③－6：助成事業完了時の達成目標は、金額、数量、単価、販売先などについて、できるだけ詳細に揚げること。

	
	成果
・効果
	申請した結果、諸審査を経て、同年の助成事業に採択された。

	ポ

イ

ン

ト


	指導に当たっての要点は次の通りである。

①事業主が、新規事業にかける熱意を、審査員に理解してもらうため、技術的事項はもちろん、販売、収益、資金調達などについて、細部まで自分自身の手で徹底的に調査し、申請書を作成する。

②ユーザー企業、販売ルート、研究ネットワークなどについて社外組織網を構築して、それぞれにキーパーソンを確保して、自社のみの事業でなく、外部に開かれた事業であることを説明する。




